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ンヽ産ン
育
児
休
業
給
付
拡
充

・
改
正
育
児
介
護
体
業
法
が
成
立

２５
年
４
月
施
行
に
向
け
準
備
を

育
児
休
業
等
に
関
わ
る
法
律
が
相
次
い

で
国
会
で
成
立
し
ま
し
た
。
１
つ
は

「子

ど
も

・
子
育
て
支
援
法
等
改
正
案
」
に
盛

り
込
ま
れ
た
育
児
休
業
給
付
金
の
給
付
率

引
き
上
げ
の
雇
用
保
険
法
の
改
正
。
も
う

１
つ
は
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
を
支
援
す

る
改
正
育
児

・
介
護
休
業
法
で
す
。

育
児

休
業
に
関
し
て
は
、一

男
性
の
育
児
休
業
取

得
を
促
す
た
め
、

改
正
育
児

・
介
護
休
業

法
が
２
０
２
２
年
１０
月
１
日
に
施
行
さ

れ
、

出
生
後
８
週
調
以
内
に
最
大
４
週
間

の
利
用
が
可
能
な

「産
後
パ
パ
育
休
」
制

度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
今
回
の
改
正
で
は
、

子
の

出
生
直
後
の
一
定
期
間
以
内

（男
性
は
子

の
出
生
後
８
週
間
以
内
、

女
性
は
産
後
休

業
後
８
週
間
以
内
）
に
、

被
保
険
者
と
そ

の
配
偶
者
の
両
方
が
１４
日
以
上
の
育
児
休

業
を
取
得
す
る
場
合
に
最
大
２８
日
間
、

休

業
開
始
前
賃
金
の
１３
％
相
当
額
を
給
付

し
、

育
児
休
業
給
付
と
あ
わ
せ
て
給
付
率

が
８０
％

（手
取
り
で
Ю
割
相
当
）
へ
と
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

被
保
険
者
が

２
歳
未
満
の
子
を
養
育
す
る
た
め
に
時
短

勤
務
を
し
て
い
る
場
合
、

育
児
時
短
就
業

給
付
を
創
設
し
、

給
付
率
は
時
短
勤
務
中

に
支
払
わ
れ
た
賃
金
額
の
１０
％
を
支
給
し

ま
す
。

両
制
度
の
施
行
日
は
２
０
２
５
年

４
月
で
す
。

改
正
育
児

・
介
護
休
業
法
は
、

子
が
３

歳
に
な
る
ま
で
の
両
立
支
援
の
拡
充
策
と

し
て
、

テ
レ
ワ
ー
ク
の
活
用
促
進
を
事
業

主
の
努
力
義
務
と
し
ま
す
。
ま
た
、

子
が

３
歳
以
降
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
両
立
支

援
の
拡
充
策
と
し
て
、
３
歳
以
降
小
学
校

就
学
前
ま
で
の
子
を
育
て
る
労
働
者
は
、

権
利
と
し
て
残
業
免
除
を
請
求
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
新
た
な
支
援
策

と
し
て

「柔
軟
な
働
き
方
を
実
現
す
る
た

め
の
措
置
」
を
事
業
主
の
義
務
と
し
、

事

業
主
が
、

①
始
業
時
刻
等
の
変
更
、

②
テ

レ
ワ
ー
ク
等
、

③
短
時
間
勤
務
制
度
、

④

保
育
施
設
の
設
置
運
営
や
ベ
ビ
ー
シ
ッ

タ
ー
の
費
用
補
助
等
、

⑤
新
た
な
休
暇
の

付
与
―
の
５
項
目
か
ら
２
項
目
以
上
を
事

業
主
が
選
択
し
、

そ
の
中
か
ら
労
働
者
が

１
つ
選
べ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
子
の
看
護
休
暇
な
ど
諸
制
度

も
見
直
さ
れ
ま
す
。

施
行
日
は

一
部
を
除

い
て
２
０
２
５
年
４
月
１
日
で
す
が
、

今

か
ら
準
備
に
着
手
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。



第7回 独自の研修でシエアの定着と生産性向上を実現

人
手
不
足
解
消
の
方
策
の
１
つ
と
し
て
一

高
齢
者
一屋
用
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

企

一

業
の
中
に
は
、

シ
エ
ア
の
中
途
人
材
を
積

一

極
的
に
採
用
し
、

戦
力
化
し
て
い
る
と
こ

一

ろ
も
あ
り
ま
す
。

今
回
は
高
齢
者
の
特
性

一

を
考
慮
し
た
独
自
の
育
成
・
研
修
プ
ロ
グ

一

ラ
ム
を
開
発
し
、

シ
ニ
ア
人
材
の
戦
力
化

一

に
取
り
組
ん
で
い
る
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

一

業
務
を
手
が
け
る
下
社
の
事
例
を
紹
介
し

一

ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

て
い
ま
す
。

採
用
と
定
着
を
支
え
て
い

る
の
が
同
社
独
自
の
研
修
で
す
。

人
と
少
な
い
の
が
特
徴
で
す
。

研
修
で

は
同
じ
内
容
を
繰
り
返
し
学
び
、

理
解

度
に
応
じ
て
進
め
ま
す
。

３
日
間
の
初
日
は
会
社
の
理
念
や
概

要
の
説
明
に
続
い
て

「
マ
イ
ン
ド
セ
ツ

ト
」
を
行
い
ま
す
。

エ
ル
ダ
ー
の
中
に

は
過
去
の
経
験
・
知
見
が
異
な
る
人
も

多
く
、

組
織
の
中
で
働
い
た
こ
と
が
な

い
主
婦
も
い
れ
ば
、

管
理
職
の
経
験
が

長
い
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、

指
導
役
の

管
理
者
は
若
い
人
が
多
く
、

仕
事
は
年

齢
や
経
験
を
問
わ
ず
チ
ー
ム
と
し
て
成

隷焼帥離策知ポ聞博牽車刺ゲ
一管麹

理
解
し
て
も
ら
う
の

受
入
先
の
セ
ン
タ
ー
で

業
務
研
修
は
高
齢
者
の

様
々
な
工
夫
を
し
て
い

キ
ス
ト
の
文
字
を
通
常
の

け
よ
り
大
き
く
表
示
し
、

イ
ラ
ス
ト
を
で
き
る
だ
け
多
用
し
、

理

解
し
や
す
く
し
て
い
ま
す
。

エ
ル
ダ
ー

に
つ
い
て
同
社
の
担
当
者
は

「プ
レ
研

修
に
つ
い
て
は
『丁
寧
に
教
え
て
も
ら
つ

た
経
験
が
な
い
の
で
非
常
に
あ
り
が
た

い
』
と
い
う
声
が
あ
る
。

学
ぶ
こ
と
に

前
向
き
な
人
が
多
く
、

研
修
資
料
を
家

に
持
ち
帰
っ
て
勉
強
し
た
い
と
い
う
熱

心
な
ひ
と
も
い
る
」
と
言
い
ま
す
。

実
際
に
研
修
の
成
果
も
上
が
っ
て

い
ま
す
。

受
信

・
発
信
業
務
と
も
に
１

カ
月
日
の
ス
キ
ル
修
得
状
況
は
通
常
の

人
よ
り
も
若
子
落
ち
る
も
の
の
、
２
カ

月
日
以
降
は
他
の
人
と
遜
色
の
な
い
感

じ
で
伸
び
て
い
く
そ
う
で
す
。

「と
く

に
発
信
業
務
は
若
い
人
よ
り
も
ス
キ
ル

の
上
達
が
早
い
人
が
多
く
、

や
は
り
人

生
経
験
が
豊
富
な
の
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
に
優
れ
て
い
る
。
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
成
績
を
出
し
て
い
る
人
も
多
く

い
る
」
と
言
い
ま
す
。

ま
た
定
着
率
も
若
年
層
に
比
べ
て

３
倍
程
度
高
い
そ
う
で
す
。

高
齢
者
に

は
難
し
い
と
さ
れ
る
業
務
で
も
、

方
法

次
第
で
は
生
産
性
向
上
も
可
能
と
な
る

好
事
例
で
す
。

高
齢
人
材
の
活
用
に
お
い
て
は
加

齢
に
よ
る
認
知
機
能
の
低
下
な
ど
心
身

の
変
化
に
応
じ
た
能
力

・
ス
キ
ル
開

発
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務
を
手
が
け
る

Ｔ
社
は
こ
れ
ま
で
若
年
層
が
主
体
で

し
た
。
し
か
し
、

地
域
に
よ
つ
て
人
手

不
足
が
顕
在
化
し
、

高
齢
者
人
材
の
活

用
を
決
断
。
２
０
１
７
年
か
ら
エ
ル

ダ
ー
と
呼
ぶ
５０
歳
以
上
の
人
材
の
採
用

を
札
幌
地
区
で
ス
タ
ー
ト
。

対
象
は
５０

歳
代
か
ら
７０
歳
代
の
主
婦
層
や
危
年
退

職
後
の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
仕

事
を
し
た
い
シ
エ
ア
層
で
す
。

２
０
１
９
年
に
は
エ
ル
ダ
ー
の
ス

タ
ッ
フ
は
約
１
８
０
０
人
に
増
加
し

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
は
顧
容

ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
応
す
る
受
信

務
の
２
つ
に
分
か
れ
ま
す
。

研
修
は

レ
研
修
と
配
属
後
の
業
務
研
修
が
あ

、
通
常
の
プ
レ
研
修
は
３
・
５
時
間

で
す
が
、

エ
ル
ダ
ー
は
３
日
間
を
か
け

実
施
し
ま
す
。
ま
た
１
回
の
研
修
参

！者
は
通
常
は
約
５０
人
で
す
が
、

約
１０

営
業
等
の
電
話
を
か
け
る
発
信

と
し
て
仕
事
を
す
る
こ
と

戦力化と
生産性向上を目指匠

で
す
。

さ
れ
る

に
応
じ
た

研
修
テ

タ
ツ
フ
向

ら
に
図
や


